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あらまし：本研究では，学習履歴の取得に制約により学習状況の予測に限界のあるブレンド型学習による

授業を対象に，他者と比較した学習行動やアカデミックパフォーマンからなる学習状況を分析し，将来的

なアカデミックパフォーマンスの予測やアットリスクな学生の早期発見を目的とした初期的分析を試み

る． 
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1. はじめに 
現在，東北大学では，第 2外国語の 1つである中
国の 1年時教育の全クラスおいて，共通教材による
ブレンド型学習による授業を実施している(1)．これ

までの実践結果からは受講生からの印象もよく，ま

た，従来の対面授業と比較しても学力の向上が確認

されており，限られた人的資源の中で教育の質保証

を実現する有効な手法といえる． 
一方で，依然，学習動機が必ずしも高くはなく，

最終的な成績も思わしくない結果に至る学生も一定

数存在し，そのような学生をできるだけ早期に発見

し，何らかの指導を行えることが求められる．すな

わち，日々の学習行動や確認テスト等から，個別の

学生のアカデミックパフォーマンスを推測し，指導

を要する(アットリスクな)学生を発見できる仕組み
が必要といえる． 

 
2. ブレンド型学習における学習分析 
アカデミックパフォーマンスの推測やアットリス

クな学生の発見には，それまでの学習履歴や学習成

果を利用した学習分析が利用されることが多い．し

かしながら eラーニングと対面授業の組合せとして
実施されるブレンド型学習では，データとして記録

が得られる学習履歴や学習成果は eラーニングによ
り実施された部分に限られるため，対面授業による

学習効果を含めたアカデミックパフォーマンス全体

を eラーニングのみの学習分析から推測することは
必ずしも容易ではない． 
我々のこれまでの取組みからは，学習行動の単純

な機械学習による最終的な成績の高低の予測は極め

て困難であることを確認している(2)．また，eラーニ
ングによる学習行動の種別と予想される学習動機と

の対応付けにより最終的な成績の高低を一定程度予

測できることを確認できたが，機械学習により得ら

れたモデルを異なる学年に適用した場合の予測精度

には課題があることも確認されてる(3)(4)． 
一方で今回対象とするブレンド型授業では，全 27
クラスで共通の教材を利用し，授業進行も全く同じ

となっている．このため，各回の eラーニングの取
り組み状況や確認クイズの正解・不正解の状況の他

学生との比較が可能であり，これにより他者との比

較による相対的な学習状況を確認できる．そこで本

研究では，相対的な学習状況に着目し，その分析結

果から将来的なアカデミックパフォーマンスの推測

やアットリスクな学生の早期発見を試みる． 
 

3. 初期的分析 
今回は，まず，相対的な学習状況の分析に向け，

どのような学習状況が確認可能か，また，他者との

比較したアカデミックパフォーマンスの確認が可能

かを検証すべく，初期的分析を行った．ここでは，

オンデマンドビデオによる学習の後，学習内容の定

着のために実施するスマートフォンアプリによる学

習状況を確認する． 
3.1 学習者別進捗状況の確認 
まず，スマートフォンアプリによる学習への取組

み状況の推移を図 1に示す．ここでは，〆切より前
に当該練習問題の実施を開始したものを青点，〆切

を過ぎて初めて実施したものを赤点で示している．  
図 1(1)は，授業の進捗に応じてコンスタントに学
習を進めていた学生の履歴を示す．多くの学生はこ

のような推移を辿っており，また，一部の学生は，

図 1(1)に見られるような，過去の課の練習問題に立
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ち戻って繰返し学習を行っている様子が確認できる．

一方で図 1(2)は，各回の〆切を守らず，特定の日に
溜まった分をまとめて実施している学生の例を示す．

当該学生は練習に取り組んでいない空白期間が目立

つほか，赤点が多いなど，〆切を過ぎて練習に取り

組んでいることが確認できる． 
 

 
(1) 継続的に学習を行っていた学生の例 

 

 
(2) 散発的な学習を行っていた学生の例 

 
図 1 学習行動履歴 

 
3.2 学習者別アカデミックパフォーマンスの推移 
図 2に，個別の学習者のアカデミックパフォーマ
ンスの推移を示す．当該授業で使用する練習用 eラ
ーニング教材は一部の教材を除き正誤判定を行って

いるが，基本，学習内容の定着のための練習を目的

としており，各問題の難易度も高いものではなく，

その正誤を成績評価に利用するものでもないため，

多くの問題は 1ないし複数回の試行で正解に至るよ
う設計されている．このため，各問題の正誤だけで

アカデミックパフォーマンスを推定することはでき

ない．そこで，何回の試行で正解に至ったかを計測

し，その変化から，アカデミックパフォーマンスの

向上もしくは低下として捉えることとした． 
3.3 相対的アカデミックパフォーマンス 

3.2 節で求めたパフォーマンスの推移と他者との
比較結果を図 3に示す． 
ここでは問題種別ごとに，特定の期間におけるパ

フォーマンスの相対位置を求めており，これにより

問題種別ごとに他者と比較した得手不得手を確認す

ることができる．この得手不得手が時間軸に沿って

どのように推移するかを確認すれば，将来的なアカ

デミックパフォーマンスを予測し，アットリスクな

学生の早期発見が可能とできると考えられる． 
 

 
図 2 学習者のパフォーマンス推移の例 

 

 
 

図 3 問題種別ごとの相対的パフォーマンスの例 
 

4. まとめ 
学習履歴の取得に制約のあるブレンド型学習を対

象に，他者との比較による相対的な学習状況の分析

に向けた初期的分析を行った．その結果，特定期間

における相対的なアカデミックパフォーマンスを確

認でき，将来的な予測に利用できることを確認した． 
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